
図 1　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）
第八段　剣の先をあらためる頼光主従
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子
＊
全
学
共
通
教
育　

教
授　

日
本
・
東
洋
美
術
史

舞
台
も
、
登
場
す
る
脇
役
の
顔
ぶ

れ
も
敵
勢
も
、
全
く
異
な
る
展
開

で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
特
異
な
筋
立

な
の
か
。
そ
の
理
由
に
は
、
山
姥

伝
承
と
の
関
）
2
（
連
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
3
（
史

や
「
文
化
の
継
承
者
」
と
し
て
の

源
氏
尊
）
4
（
崇
な
ど
、
多
様
な
視
点
か

ら
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

論
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本

（
以
下
、
東
博
本
と
略
す
）「
土
蜘

蛛
草
紙
」
の
物
語
展
開
と
絵
画
描

東
京
国
立
博
物
館
本 

「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居

　

―
　

特
異
な
筋
立
て
と
絵
画
表
現
の
理
由
に
つ
い
て
　

―
　

山
本
陽
子＊

序

　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
土
蜘
蛛
草
紙
」（
図
版
1
）
は
、
奇
妙
な
絵
巻
で
あ

る
。
十
四
世
紀
の
作
で
、
頼
光
説
話
を
題
材
と
し
た
絵
巻
と
し
て
は
最
も
古
く
、
絵

も
「
大
和
絵
一
流
の
典
雅
な
特
色
を
存
し
て
品
致
の
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
評

価
さ
れ
な
が
）
1
（

ら
、
物
語
の
進
展
は
著
し
く
散
漫
で
、
さ
っ
ぱ
り
盛
り
上
が
ら
な
い
。

　

主
題
は
源
頼
光
と
蜘
蛛
の
妖
怪
と
の
対
決
で
あ
る
が
、
通
常
の
頼
光
が
瘧
お
こ
り

病
の
正

体
で
あ
る
大
蜘
蛛
に
斬
り
つ
け
た
も
の
を
、
家
来
の
四
天
王
、
渡
辺
綱
・
坂
田
公

時
・
碓
井
貞
光
・
卜
部
季
武
が
追
跡
し
て
退
治
す
る
筋
書
と
は
違
い
、
空
飛
ぶ
髑
髏

を
追
っ
て
頼
光
と
渡
辺
綱
の
み
が
化
物
の
出
る
古
屋
に
乗
り
込
む
と
い
う
、
発
端
も

写
の
特
異
性
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
絵
巻
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
基
づ

い
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

二
種
類
の
「
土
蜘
蛛
」
物
語

　

中
世
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
に
は
、
二
種
類
の
筋
が
あ
る
。
須
藤
真
紀
（
註
2
参
照
）

は
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
「
土
ぐ
も
」
絵
巻
系
と
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」

絵
巻
系
に
分
類
し
、
前
者
は
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
「
土
ぐ
も
」
絵
）
6
）（
5
（

巻
・
赤
木
文

庫
蔵
「
つ
ち
く
も
」
絵
入
十
一
行
古
活
字
版
断
簡
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
「
土

蜘
蛛
草
）
7
（

子
」
の
三
点
、
後
者
は
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
、
そ
の
転
写
本
の

東
京
国
立
博
物
館
本
・
京
都
府
立
資
料
館
本
・
神
宮
文
庫
本
・
大
英
博
物
館
本
と
に

分
類
し
て
い
）
8
（

る
。

　

本
論
で
は
「
土
蜘
蛛
」
を
筋
立
に
よ
っ
て
、
頼
光
の
瘧
病
を
発
端
と
す
る
〈
瘧
病



土
蜘
蛛
退
治
譚
の
要
素
比
較
表

分
類

頼
光
の
瘧
病
が
発
端

〈
瘧
病
型
〉

古
屋
の
探
検
が
発
端

〈
化
物
屋
敷
型
〉

所
有
者

名
称

形
態

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館

「
土
ぐ
も
」

絵
巻
二
軸

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「
土
蜘
蛛
草
子
」

絵
巻
一
軸

『
平
家
物
語
』「
剣
巻
」

（
長
禄
本
）

国
立
国
会
図
書
館

「
平
家
物
語
剣
之
巻
」

絵
巻
三
軸

謡
曲
「
土
蜘
蛛
」

（
金
剛
流
）

東
京
国
立
博
物
館

「
土
蜘
蛛
草
紙
」

絵
巻
一
軸

退
治
す
る
者

四
天
王

四
天
王
と
藤
原
保
昌

四
天
王

四
天
王

独
武
者
と
後
ワ
キ
ヅ
レ

頼
光
・
渡
辺
綱

発
端
以
前

剣
の
由
来

四
天
王
の
結
束

前
欠
か

剣
の
由
来

四
天
王
の
結
束

剣
の
由
来

四
天
王
の
結
束

侍
女
が
状
況
説
明
の
独
白

発
端

頼
光
が
瘧
を
病
む

頼
光
が
瘧
を
病
む

頼
光
が
瘧
を
病
む

頼
光
が
瘧
を
病
む

頼
光
が
瘧
を
病
む

頼
光
と
綱
が
空
を
飛
ぶ
髑
髏

を
見
る

対
応

髑
髏
を
追
っ
て
神
楽
岡
の
古

屋
に
到
る

伏
線

老
女
が
語
り
か
け
る

伏
線

転
が
る
男
女
の
首
と
髑
髏

怪
異

異
形
の
者
ど
も
現
れ
る

怪
異

大
頭
の
小
尼
現
れ
る

怪
異

美
女
現
れ
る

土
蜘
蛛
襲
撃

異
形
の
僧
現
れ
頼
光
を
縄

で
搦
め
よ
う
と
す
る

異
形
の
僧
現
れ
頼
光
を
縄
で

搦
め
よ
う
と
す
る

異
形
の
僧
現
れ
頼
光
を
縄

で
搦
め
よ
う
と
す
る

異
形
の
僧
現
れ
頼
光
を
縄

で
搦
め
よ
う
と
す
る

異
形
の
僧
現
れ
頼
光
を
縄

で
搦
め
よ
う
と
す
る

斬
り
つ
け
た
剣
に
命
名

様
相
を
変
え
る

白
雲
を
投
げ
つ
け
る

（
2
場
面
）

検
証

剣
の
先
折
れ
て
い
る

追
跡

四
天
王
血
の
跡
を
た
ど
る

四
天
王
と
藤
原
保
昌

血
の
跡
を
た
ど
る（
3
場
面
）
四
天
王
血
の
跡
を
た
ど
る

四
天
王
血
の
跡
を
た
ど
る

独
武
者
血
の
跡
を
た
ど
る

頼
光
と
綱
血
の
跡
を
た
ど
る

綱
の
提
案

人
形
を
前
に
立
て
て
ゆ
く

大
鬼

二
鬼
現
れ
る（
絵
の
み
）

大
鬼

大
鬼
出
現
。

剣
の
先
が
人
形
に
刺
さ
る

土
蜘
蛛
退
治

四
天
王
、
葛
城
山
の
窟
で

土
蜘
蛛
と
戦
い
退
治
す
る

四
天
王
と
藤
原
保
昌
、
北
野

の
塚
で
土
蜘
蛛
と
戦
い
搦
め

捕
る

（
四
天
王
）北
野
の
塚
で
大

蜘
蛛
を
搦
め
捕
る

（
四
天
王
）北
野
の
塚
で
大

蜘
蛛
を
搦
め
捕
る

独
武
者
と
後
ワ
キ
ヅ
レ
葛

城
山
の
窟
の
土
蜘
蛛
と
戦

い
首
を
打
ち
落
と
す

頼
光
と
綱
、
大
蜘
蛛
を
殺
す

腹
か
ら
多
数
の
髑
髏
と
小
蜘

蛛
が
出
る

そ
の
後

戻
っ
て
頼
光
に
報
告
す
る

土
蜘
蛛
を
大
路
渡
し
す
る

大
蜘
蛛
を
搦
め
て
帰
還

大
蜘
蛛
を
搦
め
て
帰
還

首
を
埋
め
古
屋
を
焼
払
う

土
蜘
蛛
を
曝
す

土
蜘
蛛
の
首
を
献
上
す
る

鉄
の
串
で
貫
い
て
曝
す

鉄
の
串
で
貫
い
て
曝
す

鉄
の
串
で
貫
い
て
曝
す

褒
賞

頼
光
と
四
天
王
は
褒
賞
を

も
ら
う

頼
光
と
四
天
王
は
褒
賞
を
も

ら
う

頼
光
と
綱
は
褒
賞
を
も
ら
う

剣
の
名

く
も
き
り
と
名
づ
け
る

蜘
蛛
切
丸
と
名
づ
け
る

蛛
切
と
名
づ
け
る

く
も
き
り
丸
と
名
付
け
る
（
切
り
つ
け
直
後
に
命
名
）

286

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年



287

東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

こ
ろ
ま
で
は
同
じ
だ
が
、
土
蜘
蛛
の
住
処
は
北
野
で
あ
り
、
四
は
、

　
（
四
）
四
天
王
が
四
尺
の
縄
で
搦
め
て
捕
る

五
は
、
持
ち
帰
っ
た
土
蜘
蛛
を
頼
光
が
見
て
、

　
（
五
）
鉄
の
串
に
刺
さ
せ
、
河
原
に
立
て
て
晒
し
も
の
に
す
る

と
、
結
末
が
や
や
異
な
る
。
し
か
し
こ
の
展
開
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
土

蜘
蛛
草
子
」
後
半
の
絵
に
も
、
都
に
運
ば
れ
る
土
蜘
蛛
が
縄
で
縛
ら
れ
、
串
に
刺
し

て
晒
す
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、〈
瘧
病
型
〉
系
統
の
話
中
に
混
入
さ
れ
受

容
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
一
括
し
て
扱
っ
た
。

二　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
に
つ
い
て

　
〈
化
物
屋
敷
型
〉
の
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
は
、
こ
れ
ら
と
異
な
る
筋
書
を
持

つ
。
須
藤
は
同
絵
巻
と
と
も
に
四
件
の
模
本
を
挙
げ
て
い
る
が
内
容
も
絵
も
同
一
で

あ
り
、
類
似
の
筋
を
持
つ
物
語
や
絵
は
他
に
な
い
。

　

こ
の
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
は
、
明
治
十
六
年
に
片
桐
家
か
ら
買
い
上
げ
ら
れ
、
東
京

国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
上
野
憲
）
13
（

示
に
よ
れ
ば
、
模
本
の
う
ち
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
の
東
京
国
立
博
物
館
本
の
奥
書
に
、「
此
絵
本
常
川
様
所
持
、
妻
木
平
四

郎
殿
よ
り
来
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
た
ど
れ
ず
、
制
作
の
経
緯
も
わ

か
ら
な
い
。

　

箱
書
に
は
「
土
佐
長
隆
画
、
土
蜘
蛛
巻
物
一
軸
、
詞
書
兼
好
筆
」
と
あ
る
が
、
上

野
は
絵
師
も
筆
者
も
「
根
拠
を
欠
き
、
時
代
的
に
も
肯
定
で
き
な
い
」
と
い
い
、
絵

画
表
現
か
ら
は
十
四
世
紀
南
北
朝
時
代
の
作
と
推
定
す
）
14
（

る
。
し
か
し
上
野
は
、
こ
の

絵
の
技
術
の
高
さ
を
評
価
し
、「
本
格
的
な
大
和
絵
作
家
が
御
伽
草
子
風
の
も
の
に

惹
か
れ
て
制
作
し
た
貴
重
な
遺
品
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

絵
画
部
分
は
本
来
、
濃
彩
で
あ
っ
た
が
、
顔
料
の
剝
落
が
著
し
い
。
料
紙
も
現
在
、

型
〉
と
、
頼
光
と
綱
が
妖
怪
の
出
る
古
屋
に
乗
り
込
む
〈
化
物
屋
敷
型
〉
に
分
け
、

「
土
蜘
蛛
退
治
譚
の
要
素
比
較
表
」
と
し
た
。〈
瘧
病
型
〉
で
は
、
須
藤
の
分
類
の
前

者
の
か
ら
断
簡
で
筋
を
た
ど
れ
な
い
赤
木
文
庫
蔵
「
つ
ち
く
も
」
を
除
外
し
、
慶
應

義
塾
大
学
図
書
館
蔵
「
土
ぐ
も
」
絵
巻
（
江
戸
前
期
書
写
）・
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
「
土
蜘
蛛
草
子
」
絵
巻
（
寛
政
十
一
年
狩
野
渓
雲
来
信
写
）
の
二
絵
巻
に
、

『
平
家
物
語
』「
剣
）
9
（
巻
」（
長
禄
本
）
を
加
え
た
。
一
部
の
『
平
家
物
語
』
に
付
随
し

て
語
ら
れ
）
10
（
る
「
剣
巻
」
中
の
霊
剣
由
来
譚
と
し
て
の
類
話
が
、〈
瘧
病
型
〉
と
し
て

は
最
古
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
絵
画
化
し
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の

絵
巻
「
平
家
物
語
剣
之
）
11
（
巻
」（
江
戸
中
期
）
も
、
比
較
対
象
に
挙
げ
た
。
こ
の
系
統

の
演
劇
は
少
な
く
な
い
が
、
能
の
上
演
台
本
で
あ
り
、
壬
生
狂
言
「
土
蜘
蛛
」
や
神

楽
の
「
葛
城
山
」、
歌
舞
伎
舞
踊
「
土
蛛
」
等
の
原
型
と
も
さ
れ
た
謡
曲
「
土
蜘
）
12
（
蛛
」

を
、
上
演
の
都
合
で
登
場
人
物
を
変
え
た
例
と
し
て
表
に
加
え
た
。

　
〈
瘧
病
型
〉
の
筋
は
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
本
「
土
ぐ
も
」
絵
巻
に
拠
れ
ば
、

土
蜘
蛛
退
治
の
発
端
以
前
に
こ
の
絵
巻
の
四
分
の
三
を
占
め
て
、

　

後
に
「
蜘
蛛
切
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
剣
の
由
来
に
つ
い
て

　

後
か
ら
加
わ
っ
た
渡
辺
綱
が
頼
光
配
下
の
四
天
王
に
加
わ
る
こ
と

が
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
発
端
以
後
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一　

頼
光
が
瘧
病
で
寝
て
い
る
と
、
異
形
の
僧
が
現
れ
縄
を
掛
け
よ
う
と
す
る

二　

頼
光
が
剣
で
切
り
つ
け
る
と
僧
は
消
え
る
。
瘧
病
も
治
る

三　

四
天
王
が
血
の
こ
ぼ
れ
た
跡
を
追
っ
て
葛
城
山
の
窟
に
至
る

四　

四
天
王
は
現
れ
た
土
蜘
蛛
と
戦
い
、
討
ち
殺
す

五　

都
に
戻
っ
て
頼
光
に
報
告
す
る

六　

頼
光
と
四
天
王
は
褒
賞
を
も
ら
う

七　

件
の
剣
を
「
く
も
き
り
」
と
命
名
す
る

　

長
禄
本
『
平
家
物
語
』「
剣
巻
」
で
は
、
発
端
か
ら
四
天
王
が
血
の
跡
を
追
う
と
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た
だ
し
、
九
段
は
詞
書
と
絵
が
一
部
合
わ
ず
、
十
段
の
冒
頭
に
か
け
て
詞
書
の
内
容

が
つ
な
が
ら
ず
、
絵
も
九
段
の
化
人
か
ら
十
段
で
は
大
蜘
蛛
に
変
わ
っ
て
い
る
。

三　
〈
瘧
病
型
〉
系
統
と
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
比
較

　

こ
の
両
系
統
の
筋
を
「
土
蜘
蛛
退
治
譚
の
要
素
比
較
表
」
で
見
比
べ
る
と
、〈
瘧

病
型
〉
系
統
と
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
で
は
、
頼
光
と
家
来
に
よ
る
土
蜘
蛛
退
治

と
い
う
大
筋
と
、
頼
光
が
刀
で
斬
り
つ
け
た
血
の
跡
を
追
っ
て
土
蜘
蛛
を
見
つ
け
出

す
展
開
部
分
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
物
語
の
発
端
や
最
初
の
対
決
の
場
所
、
血

の
跡
を
追
う
の
は
誰
か
、
蜘
蛛
が
逃
げ
込
ん
だ
塚
や
窟
の
地
名
は
、
全
て
相
違
す
る
。

特
に
、
見
所
で
あ
る
土
蜘
蛛
と
の
二
度
の
対
決
の
状
況
が
、〈
瘧
病
型
〉
と
東
博
本

で
は
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

前
半
、〈
瘧
病
型
〉
で
は
、
自
邸
で
瘧
病
に
悩
む
頼
光
の
枕
元
に
異
形
の
僧
が
現

れ
て
縄
を
掛
け
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
東
博
本
で
は
、
化
物
屋
敷
に
泊
ま
っ
た
頼

光
の
前
で
美
女
が
変
貌
し
、
白
雲
の
よ
う
な
も
の
を
懸
け
て
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
。

後
半
、〈
瘧
病
型
〉
で
は
頼
光
は
行
か
ず
に
四
天
王
の
み
が
追
跡
し
、
大
蜘
蛛
と
戦

っ
て
殺
す
か
、
縄
で
縛
っ
て
凱
旋
し
、
串
刺
し
に
し
て
晒
し
も
の
に
す
る
。
一
方
、

東
博
本
で
は
頼
光
と
綱
が
身
代
わ
り
の
人
形
を
前
に
立
て
て
折
れ
た
剣
先
が
飛
来
す

る
の
を
防
ぐ
話
が
加
わ
る
が
、
攻
防
は
殆
ど
な
く
、
蜘
蛛
の
傷
口
か
ら
多
数
の
首
や

小
蜘
蛛
が
出
て
く
る
場
面
が
重
点
と
な
り
、
一
切
を
焼
き
払
う
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。

両
者
は
頼
光
主
従
の
蜘
蛛
退
治
譚
と
し
て
剣
な
ど
一
部
の
要
素
を
共
有
し
な
が
ら
も
、

場
所
や
登
場
人
物
は
違
い
、
異
な
る
見
せ
場
を
持
つ
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
瘧
病
型
〉
と
東
博
本
の
筋
書
の
い
ず
れ
が
先
か
は
、〈
瘧
病
型
〉
の
最
古
例
で
あ

る
『
平
家
物
語
』「
剣
巻
」
の
成
立
年
代
が
未
詳
な
の
で
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、

松
尾
葦
江
は
「
剣
巻
」
解
）
15
（

説
で
、
屋
代
本
が
「
鎌
倉
幕
府
（
の
創
立
者
頼
朝
）」
を

詞
書
九
段
と
各
段
に
対
応
す
る
絵
を
貼
り
継
い
だ
一
巻
の
巻
物
の
形
状
で
は
あ
る
が
、

第
一
段
の
絵
と
第
二
段
の
詞
書
が
失
わ
れ
、
詞
書
の
最
下
段
は
一
字
分
ず
つ
切
れ
、

詞
書
と
絵
の
順
序
も
大
幅
に
狂
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
絵
巻
は
『
倭
錦
』
や

『
図
画
一
覧
』、『
古
画
目
録
』
等
に
挙
げ
ら
れ
、
模
本
も
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

の
奥
書
を
持
つ
東
京
国
立
博
物
館
本
な
ど
四
本
が
伝
わ
る
（
註
2
参
照
）
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

　

上
野
憲
示
（
註
13
参
照
）
が
、
錯
綜
し
た
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
を
明
和
元
年
模
本
を

参
照
し
、
順
を
入
れ
替
え
た
詞
書
と
絵
の
大
筋
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
段　
（
詞
書
）（
髑
髏
の
場
面
の
絵
欠
・
古
屋
の
門
を
入
る
頼
光
主
従
の
絵
・
古

屋
に
入
る
頼
光
と
外
で
待
つ
綱
の
絵
）
頼
光
と
綱
が
、
空
を
飛
ぶ
髑
髏
を

追
っ
て
神
楽
岡
の
古
屋
に
到
る
。

第
二
段　
（
詞
書
な
し
）（
絵
）
屋
内
で
刀
を
抜
い
た
頼
光
と
、
転
が
る
男
女
の
生
首
、

奥
の
寝
所
に
女
の
髑
髏
が
あ
る
。

第
三
段　
（
詞
書
）（
絵
）
頼
光
、
屋
敷
に
九
代
仕
え
た
老
女
と
対
話
す
る
。

第
四
段　
（
詞
書
）（
絵
）
日
が
暮
れ
、
頼
光
の
前
に
異
形
の
者
ど
も
現
れ
消
え
る
。

第
五
段　
（
詞
書
）（
絵
）
大
頭
の
尼
、
頼
光
の
前
に
現
れ
、
消
え
る
。

第
六
段　
（
詞
書
）（
絵
は
異
時
同
図
二
場
面
）
頼
光
の
前
に
美
女
現
れ
、
変
化
す
る
。

第
七
段　
（
詞
書
）（
絵
）
美
女
は
白
雲
を
次
々
と
投
げ
、
頼
光
が
斬
る
と
消
え
る
。

第
八
段　
（
詞
書
）（
絵
）
頼
光
の
剣
の
先
が
折
れ
て
い
る
。
頼
光
と
綱
は
、
白
血
の

跡
を
追
っ
て
西
山
の
洞
に
到
る
。

第
九
段　
（
詞
書
）（
絵
三
場
面
）
綱
が
身
代
わ
り
の
人ひ

と

形が
た

を
作
り
先
頭
に
立
て
る
。

（
二
人
の
大
男
の
絵
）
化
人
現
れ
（
詞
書
で
は
剣
先
が
飛
来
し
て
人
形
に

刺
さ
る
）
化
人
動
か
な
く
な
る
。
両
人
で
化
人
を
摑
み
出
す
。

第
十
段　
（
詞
書
）（
絵
）
頼
光
と
綱
が
大
蜘
蛛
を
斬
る
と
、
腹
か
ら
数
多
の
死
人
の

首
と
小
蜘
蛛
た
ち
が
出
て
来
る
。
首
を
埋
め
、
古
屋
を
火
で
焼
き
払
う
。



289

東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

順
に
現
れ
る
の
み
で
、
頼
光
主
従
に
具
体
的
な
危
害
を
加
え
よ
う
と
し
な
い
。

　

第
六
段
で
、
美
女
が
頼
光
の
も
と
を
静
か
に
訪
れ
る
が
、
に
わ
か
に
変
貌
し
「
透

き
漆
を
差
」
し
た
よ
う
な
眼
で
睨
む
。
第
七
段
で
、
丈
高
く
な
っ
た
美
女
は
袴
の
裾

を
蹴
上
げ
て
毬
ほ
ど
の
白
雲
を
十
ば
か
り
頼
光
に
投
げ
か
け
、
頼
光
が
斬
り
つ
け
る

と
失
せ
る
。
第
八
段
で
主
従
は
刃
先
の
折
れ
た
剣
を
あ
ら
た
め
「
白
血
」
の
後
を
追

い
、
第
九
段
で
主
従
は
身
代
わ
り
の
人
形
を
作
り
先
に
押
し
立
て
て
進
む
。

　

し
か
し
以
降
の
展
開
は
要
領
を
得
ず
、
詞
書
に
な
い
二
人
の
大
男
が
描
か
れ
、
次

に
大
頭
で
足
の
多
い
「
化
人
」
が
動
か
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
頼
光
と
綱
が
摑
み
出

す
。
詞
書
に
は
「
化
人
」
が
苦
し
み
ど
め
く
場
面
と
、
頼
光
の
剣
の
折
れ
た
刃
先
が

飛
来
し
て
身
代
わ
り
の
人
形
を
刺
す
場
面
が
あ
る
が
、
絵
に
は
な
い
。
こ
の
段
に
は

多
様
な
も
の
が
出
現
す
る
が
、
頼
光
主
従
と
直
接
戦
う
場
面
は
な
い
。

　

第
十
段
に
大
蜘
蛛
が
姿
を
現
す
が
「
初
め
争
う
心
有
り
と
云
へ
ど
も
、
早
く
従
ひ

て
仰
け
様
に
倒
れ
ぬ
」
と
書
か
れ
る
の
み
で
、
頼
光
主
従
と
の
戦
闘
場
面
は
な
い
。

詞
書
も
絵
も
、
頼
光
主
従
が
斬
っ
た
大
蜘
蛛
の
傷
口
か
ら
夥
し
い
死
人
の
首
や
小
蜘

蛛
が
溢
れ
出
る
様
子
に
、
重
点
が
置
か
れ
る
。
詞
書
は
二
人
が
褒
賞
を
受
け
た
こ
と

で
、
絵
は
主
従
が
首
を
埋
め
火
で
焼
き
払
う
場
面
で
終
わ
る
。
実
際
、
東
博
本
に
は

多
種
多
様
な
化
物
た
ち
が
出
没
す
る
も
の
の
相
互
の
関
連
も
、
頼
光
主
従
へ
の
関
与

も
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

五　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
絵
画
描
写

　

ま
た
東
博
本
は
、
登
場
者
の
絵
画
表
現
も
奇
妙
で
あ
る
。
第
三
段
の
老
女
（
図
版

2
）
の
瞼
も
唇
も
乳
房
も
著
し
く
重
く
垂
れ
下
が
っ
た
様
や
、
瞼
を
「
抉く

じ
り」
で
持
ち

上
げ
る
様
子
は
、
慣
れ
た
描
き
方
で
は
な
く
、
珍
し
い
も
の
を
忠
実
に
写
生
し
た
か

の
よ
う
に
た
ど
た
ど
し
い
。
第
四
段
の
異
類
異
形
は
鳥
頭
で
赤
袴
を
穿
い
た
女
、
五

寿
ぐ
形
で
語
ら
れ
」、
長
禄
本
の
巻
）
16
（
末
が
「
新
田
・
足
利
を
対
に
し
て
語
り
収
め
る

点
な
ど
」
が
大
体
の
年
代
を
推
測
さ
せ
る
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
剣
巻
」
の
大

筋
は
鎌
倉
期
、
長
禄
本
に
見
る
よ
う
な
増
補
部
分
は
南
北
朝
期
の
成
立
と
解
せ
る
。

少
な
く
と
も
南
北
朝
期
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
作
ら
れ
た
時
代
に
は
、〈
瘧

病
型
〉
と
〈
化
物
屋
敷
型
〉
双
方
の
筋
書
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

四　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
展
開

　

一
連
の
〈
瘧
病
型
〉
と
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
筋
書
を
比
較
し
た
場
合
、

前
者
の
状
況
設
定
が
「
よ
り
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」（
註
13
参
照
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
は
「
極
め
て
単
調
で
た
ゞ
次
々
と
色
々
の
怪
物
が
現
は
れ

て
来
る
に
過
ぎ
な
い
」（
註
1
参
照
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
段
の
発
端
は
、
空
に
現
れ
た
髑
髏
の
行
方
を
追
っ
て
、
頼
光
主
従
が
神
楽
丘

の
化
物
屋
敷
に
至
る
の
だ
が
、
こ
の
髑
髏
は
以
後
は
登
場
し
な
い
。
第
二
段
の
詞
書

が
欠
失
し
た
箇
所
の
絵
で
は
、
頼
光
は
抜
刀
し
、
手
前
に
男
女
の
生
首
と
奥
の
寝
所

に
髑
髏
が
あ
る
が
、
先
の
髑
髏
か
否
か
は
判
ら
な
い
。

　

第
三
段
の
老
女
は
異
様
な
外
見
で
あ
る
が
、
二
百
九
十
年
「
主
君
九
代
に
仕
へ

た
」
高
齢
の
表
現
な
の
で
化
物
で
は
な
い
。
頼
光
と
の
問
答
に
、
垂
れ
た
瞼
を

「
抉く

じ
り」

で
持
ち
上
げ
て
見
、「
筓
の
様
な
る
物
で
口
を
差
し
開
け
」
る
動
作
は
、
笑
い

を
誘
う
場
面
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
老
女
も
、
そ
の
後
は
登
場
し
な
い
。

　

第
四
段
で
「
い
ひ
知
ら
ぬ
異
類
異
形
の
者
共
幾
ら
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
歩
み
来
」

る
が
、
頼
光
に
は
何
も
せ
ず
、「
白
毫
」
の
如
き
眼
を
し
て
「
み
な
一
度
に
ど
う
と

笑
ひ
て
」
障
子
を
引
き
立
て
て
去
る
。
第
五
段
で
は
「
面
二
尺
、
丈
一
尺
」
の
顔
の

大
き
い
尼
が
現
れ
灯
を
消
そ
う
と
し
、
頼
光
に
笑
い
か
け
て
消
え
る
。
こ
の
よ
う
に

第
一
段
か
ら
第
五
段
ま
で
の
髑
髏
や
生
首
や
老
女
、
異
類
異
形
の
者
、
大
頭
の
尼
は
、
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図 3　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」
（部分）第五段「面二尺、丈一尺」の尼

図 4　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）第七
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徳
を
か
ぶ
っ
た
牛
頭
の
男
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
裸
形
、
白
い
か
つ
ぎ
の
鼻
の
高
い
女

と
、
器
物
の
妖
怪
で
あ
る
目
鼻
の
つ
い
た
角つ

の

盥だ
ら
いと
葛つ
づ

箱ら
ば
こと
杵き
ね

は
丹
念
に
描
か
）
17
（
れ
（
後

出
図
版
9
参
照
）、
次
段
の
頭
の
大
き
い
尼
（
図
版
3
）
も
丁
寧
に
描
写
さ
れ
る
。

　

頼
光
を
襲
う
美
女
の
変
貌
は
、
三
場
面
に
わ
た
っ
て
克
明
に
描
か
れ
る
。
美
女
の

出
現
場
面
と
、
様
相
が
変
わ
る
場
面
は
、
頼
光
と
も
ど
も
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
、

続
く
段
で
長
身
化
し
た
女
（
図
版
4
）
が
、
詞
書
の
「
透す

き
漆う
る
しを

差
せ
る
に
似
た

り
」
の
形
容
と
覚
し
い
、
当
時
の
美
女
と
し
て
は
類
を
見
な
い
ほ
ど
丸
く
黒
い
大
き

な
眼
に
表
さ
れ
て
い
る
（
後
出
図
版
11
参
照
）。

　

第
九
段
で
は
、
綱
の
提
案
で
作
っ
た
身
代
わ
り
の
人
形
が
、
詞
書
に
藤
や
蔓
を
切

っ
て
衣
服
を
着
せ
た
急
ご
し
ら
え
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
反
し
、
絵
で
は
足
の
五
本

の
指
ま
で
丹
念
に
描
か
れ
（
図
版
5
）、
浄
瑠
璃
人
形
の
如
く
で
あ
る
。

　

第
九
段
二
場
面
目
に
、
詞
書
に
な
い
赤
と
青
の
肌
を
し
た
大
男
二
人
（
図
版
6
）

が
登
場
す
る
。
長
髪
に
獣
頭
か
三
本
指
の
足
を
持
つ
の
で
鬼
の
よ
う
だ
が
角
は
な
く
、

仁
王
の
よ
う
な
肉
体
と
着
衣
だ
が
、
体
勢
に
緊
張
感
が
な
く
、
敵
対
す
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
。
次
の
場
面
で
頼
光
主
従
は
、
く
ず
お
れ
た
鬼
形
（
図
版
7
）
を
地
中
か

ら
抱
え
出
し
て
い
る
。
鬼
形
に
は
目
立
つ
角
が
あ
り
猫
の
よ
う
な
髭
が
生
え
て
い
て
、

先
の
大
男
の
片
割
れ
と
は
や
や
異
な
る
。
右
手
を
左
へ
突
き
出
す
が
、
抵
抗
し
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
二
人
の
大
男
と
地
中
の
鬼
形
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
か
は
、

絵
か
ら
も
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
鬼
形
は
、
第
九
段
詞
書
後
半
で
頼
光
主
従
が
地
中
か
ら
摑
み
出
す
「
化
人
」

に
該
当
す
る
が
、
そ
の
直
前
に
書
か
れ
る
「
化
人
」
が
苦
し
み
「
ど
め
く
」
場
面
と
、

剣
先
が
飛
来
し
て
身
代
わ
り
の
人
形
に
刺
さ
る
場
面
は
、
物
語
の
山
場
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
絵
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
段
の
辻
褄
の
合
わ
な
さ
を
、
小
松
茂
美

は
「
次
に
受
け
る
べ
き
話
の
筋
に
、
大
き
な
飛
躍
が
あ
る
。
な
ん
段
分
か
欠
失
し
て

い
る
よ
う
だ
」
と
推
測
す
）
18
（

る
が
、
こ
の
三
場
面
の
背
景
は
繫
が
っ
て
い
て
、
絵
が
脱



図 6　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部
分）第九段二図　大男二人

図 7　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）第九
段三図くずおれた鬼形を抱え出す頼光主従

図 8　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）第十
段　大蜘蛛
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

落
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　

第
十
段
の
大
蜘
蛛
（
図
版

8
）
も
、
架
空
の
生
物
な
が

ら
、
耳
の
立
っ
た
虎
の
よ
う

な
顔
に
八
本
の
昆
虫
の
脚
と

膨
ら
ん
だ
腹
が
、
極
め
て
具

体
的
に
描
か
れ
る
。
第
九
段

の
掘
り
出
さ
れ
た
「
化
人
」

と
は
、
顔
立
ち
や
髪
や
角
の

有
無
、
五
本
指
の
手
か
昆
虫

の
前
脚
か
な
ど
差
異
が
多
い

が
、
と
も
に
首
の
周
り
に
雲

状
の
「
白
血
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
死
に
際
に
「
化
人
」
の
姿
か
ら
大
蜘
蛛
へ

と
正
体
を
現
し
た
と
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
。
大
蜘
蛛
の
形
状
は
、
詞
書
に
記
述
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
触
毛
の
生
え
た
脚
、
胴
の
虎
の
よ
う
な
縞
模
様
、
毛
の
生
え

た
耳
や
大
き
な
二
重
瞼
の
眼
や
白
い
歯
の
並
ん
だ
口
、
放
射
状
の
髭
ま
で
が
詳
細
に

描
か
れ
て
い
る
。

　

結
末
は
〈
瘧
病
型
〉
の
絵
巻
な
ら
ば
凱
旋
の
行
列
や
内
裏
で
褒
賞
を
受
け
る
と
こ

ろ
、
大
蜘
蛛
を
晒
し
も
の
に
す
る
場
面
な
ど
で
、
四
天
王
と
多
く
の
見
物
人
で
賑
や

か
に
終
わ
る
が
、
東
博
本
で
は
詞
書
に
あ
る
褒
賞
の
場
面
も
描
か
れ
ず
、
二
人
が
屋

敷
を
焼
き
払
う
場
面
で
ひ
っ
そ
り
終
わ
る
。

六　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
特
異
性
の
功
罪

　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
に
は
〈
瘧
病
型
〉
の
全
要
素
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の

異
類
異
形
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
関
連
せ
ず
、
順
に
現
れ
て
は
単
に
消

え
る
ば
か
り
で
、
物
語
の
展
開
に
も
絡
ま
ず
、
頼
光
主
従
と
対
決
も
し
な
い
。
化
物

ど
も
の
意
図
が
頼
光
主
従
を
脅
か
す
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
現
方
法
は
い

か
に
も
効
率
が
悪
い
。

　

ま
た
東
博
本
は
、
剣
の
先
が
折
れ
た
り
、
襲
撃
に
備
え
て
身
代
わ
り
の
人
形
を
作

っ
た
り
、
折
れ
た
剣
先
が
飛
来
し
て
人
形
に
刺
さ
っ
た
り
と
、
互
い
の
能
力
や
知
恵

に
基
づ
い
て
対
決
手
段
が
次
々
と
示
さ
れ
る
点
で
は
、〈
瘧
病
型
〉
よ
り
物
語
と
し

て
進
化
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
充
分
に
活
か
さ
れ
ず
、
蜘
蛛
退
治

譚
に
し
て
は
ま
と
も
に
蜘
蛛
と
戦
う
場
面
が
な
い
。
東
博
本
で
は
頼
光
と
綱
し
か
登

場
し
な
い
の
で
、〈
瘧
病
型
〉
な
ら
ば
最
大
の
見
せ
場
で
あ
る
四
天
王
が
力
を
合
わ

せ
て
土
蜘
蛛
と
対
決
す
る
場
面
も
な
く
、〈
瘧
病
型
〉
の
結
末
の
よ
う
な
、
華
や
か

な
凱
旋
場
面
や
褒
賞
の
場
面
も
な
い
。
同
じ
主
人
公
に
よ
る
同
時
代
の
蜘
蛛
退
治
譚
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

な
が
ら
、「
剣
巻
」
の
よ
う
な
〈
瘧
病
型
〉
の
筋
書
に
比
し
て
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛

草
紙
」
は
一
向
に
話
が
盛
り
上
が
ら
な
い
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
弱
点
は
、
語
り
手
の
技
術
不
足
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。

詞
書
に
は
老
女
の
述
懐
や
、
頭
の
大
き
な
尼
や
変
貌
す
る
前
の
美
女
の
形
容
に
は
美

辞
麗
句
が
散
見
す
る
が
、
黒
田
彰
が
指
摘
す
る
よ
う
）
19
（
に
、
こ
れ
ら
の
美
文
は
幼
学
書

等
に
載
る
漢
詩
に
基
づ
く
。
老
女
の
言
葉
は
『
新
楽
府
』「
上
陽
白
髪
人
」
と
『
和

漢
朗
詠
集
』「
聴
初
蟬
」
や
、『
琵
琶
行
』
を
踏
ま
え
、
頭
の
大
き
な
尼
の
形
容
は

『
新
楽
府
』「
道
州
民
」
に
、
暁
の
表
現
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
引
用
さ
れ
る
「
漏
刻

策
」「
鳳
為
王
賦
」
か
ら
、
美
女
は
『
長
恨
歌
』
と
『
新
楽
府
』「
李
夫
人
」
を
踏
ま

え
る
と
い
う
。
ま
た
、
折
れ
た
剣
の
先
端
が
飛
来
す
る
こ
と
も
、
綱
が
身
代
わ
り
の

人
形
を
進
言
す
る
場
面
で
言
う
よ
う
に
、
古
代
中
国
の
眉
間
尺
の
故
事
に
基
づ
く
。

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
筋
立
て
や
詞
書
は
、
豊
か
な
漢
詩
と
故
事
の
知
識
と
引

用
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

絵
画
部
分
の
不
適
切
で
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
場
面
選
択
も
、
絵
師
の
技
量
が
低

い
た
め
と
は
考
え
難
い
。
人
物
の
姿
態
や
家
屋
草
木
の
描
写
の
上
質
さ
は
田
中
（
註

1
参
照
）
や
上
野
（
註
13
参
照
）
も
「
建
築
描
写
の
秀
抜
さ
―
定
規
引
き
の
巧
み
さ
、

線
描
の
持
ち
味
、
構
築
の
巧
み
さ
、
人
物
の
収
ま
り
の
良
さ
等
々
は
、
ま
さ
に
本
格

的
な
画
技
で
あ
り
、
大
和
絵
の
正
系
か
ら
決
し
て
遠
か
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
絵
師
が
ま
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
架
空

の
異
類
・
異
形
の
化
物
の
、
た
ど
た
ど
し
く
も
丁
寧
な
描
写
か
ら
も
判
る
。

　

漢
詩
や
故
事
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
文
章
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
絵
師
の
丁

寧
な
描
き
ぶ
り
と
、
多
様
な
化
物
の
知
識
、
こ
れ
ほ
ど
の
恵
ま
れ
た
素
材
を
併
せ
持

ち
な
が
ら
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
は
、
な
ぜ
見
せ
場
の
少
な
い
低
調
な
絵
巻
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

七　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
典
拠

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
不
活
発
な
展
開
が
、
こ
の
絵
巻

自
体
に
で
は
な
く
、
典
拠
と
さ
れ
た
作
品
に
起
因
し
た
可
能
性
を
考
え
た
）
20
（
い
。
そ
れ

で
は
、
先
行
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

上
野
は
東
博
本
の
詞
書
を
、「
文
章
と
し
て
の
ま
と
ま
り
や
、
言
葉
の
な
め
ら
か

さ
等
、
文
学
的
完
成
度
は
高
い
」
と
評
価
し
た
上
で
、「
第
一
段
の
段
落
の
切
り
方

が
、「
つ
な
を
ば
と
ゞ
め
お
き
て
頼
光
は
左
右
を
か
へ
り
み
る
」
と
、
そ
の
切
り
口

が
鮮
明
で
な
か
っ
た
り
、
復
元
第
六
段
と
復
元
第
七
段
の
背
の
高
い
美
女
に
関
す
る

く
だ
り
で
、
絵
を
二
段
構
成
に
し
た
こ
と
で
、
詞
を
無
理
に
分
け
た
感
じ
が
否
め
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
既
成
の
短
編
文
学
（
御
伽
文
学
）
を
テ
キ
ス
ト
に
採
用

し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
詞
書
と
し
、
そ
の
絵
画
化
の
画
面
を
添
え
て
絵
巻
に
仕
立
て

上
げ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
」（
註
13
参
照
）
と
す
る
。
東
博
本
の
詞
書
が
多
く
の

漢
詩
を
含
ん
で
調
子
が
高
く
、
初
発
的
な
文
面
と
は
考
え
難
い
こ
と
か
ら
も
、
既
成

の
テ
キ
ス
ト
を
詞
書
に
流
用
し
た
と
す
る
こ
の
見
解
に
、
賛
同
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
本
論
で
は
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
の
描
写
に
注
目
し
て
、
先

行
作
品
の
形
態
を
考
え
た
い
。
上
野
は
こ
の
絵
を
、
物
語
か
ら
絵
巻
に
仕
立
て
る
た

め
に
こ
の
時
点
で
絵
画
化
さ
れ
た
も
の
と
見
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
絵
は
、
詞
書
を

も
と
に
絵
師
の
想
像
の
み
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
す
る
視

覚
的
な
要
素
は
全
く
な
か
っ
た
の
か
。
疑
問
を
持
つ
理
由
は
、
異
類
・
異
形
の
描
写

に
あ
る
。
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
老
女
や
異
類
・
異
形
た
ち
は
、
現
実
に
は
存

在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詞
書
に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
部
分
ま
で
も
が
、

見
て
き
た
か
の
よ
う
に
克
明
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

絵
師
は
何
に
基
づ
い
て
、
そ
の
姿
を
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
描
け
た
の
か
。
上
野
は



図 9　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）第四段　 
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

喪
神
は
仏
教
や
神
道
・
陰
陽
道
の
図
像
類
に
も
、
そ
の
姿
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
）
22
（
い
。
な
ら
ば
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
異
類
・
異
形
は
、
何
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
の

か
、
そ
の
疑
問
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
の
絵
巻
を
そ
の
特
異
性
か
ら
考
え
た
い
。

八　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
制
約

　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
要
因
は
、
様
々
な
化
物
が
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
別
に
し
か
現
れ
な
い
こ
と
、
土
蜘
蛛
と
の
対
決
場
面
が
頼

光
と
綱
の
み
で
あ
る
こ
と
、
土
蜘
蛛
を
討
っ
て
の
凱
旋
や
褒
賞
の
場
面
が
な
い
こ
と
、

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
絵
巻
の
い
ず
れ
の
画
面
に
も
、
登
場
人
物
に
比
べ
て
充
分
な

余
白
が
あ
り
、
各
種
の
化
物
が
同
時
に
登
場
し
て
も
、
土
蜘
蛛
と
の
対
決
に
四
天
王

の
他
の
武
者
た
ち
が
参
加
し
て
も
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
凱
旋
を
迎
え
る
人
々
を
描
い

て
も
、
支
障
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
、
各
場
面
に
登

場
す
る
化
物
や
人
の
数
が
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
謡
曲
の
「
土
蜘
蛛
」
を
参
照
し
た
い
。
先
の
比
較
表
に
見
る
よ
う
に
、

〈
瘧
病
型
〉
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
の
中
で
、
こ
の
作
例
だ
け
は
土
蜘
蛛
と
闘
う
相
手
が

四
天
王
で
は
な
く
「
独ひ

と
り

武
者
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
能
と
し
て
上
演
す
る
場
合

に
、
前
シ
テ
の
頼
光
・
後
シ
テ
の
土
蜘
蛛
に
対
し
て
、
ワ
キ
の
人
数
を
一
人
に
絞
る

た
め
の
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。「
独
武
者
」
と
い
う
没
個
性
的
な
名
前
も
、
作
劇
上

の
仮
の
名
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
、
土
蜘
蛛
退
治
の
場
面
の
み
は
二
人
ま
た
は
四
人

の
ワ
キ
ツ
レ
が
立
衆
（
数
人
同
時
に
登
場
し
て
行
動
す
る
端
役
）
と
し
て
集
団
で
動

き
、
本
来
の
物
語
の
四
天
王
の
活
躍
に
準
じ
て
い
）
23
（

る
。

　

な
ら
ば
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
同
時
に
登
場
す
る
人
数
が
限
ら
れ
る
理
由
も
、

典
拠
と
な
っ
た
作
品
が
持
つ
制
約
に
起
因
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。〈
瘧
病
型
〉
の

土
蜘
蛛
退
治
譚
で
は
、
現
存
の
絵
巻
に
先
行
し
て
能
の
「
土
蜘
蛛
」
が
上
演
さ
れ
、

第
四
段
の
異
類
・
異
形
（
図
版
9
）
の
中
に
、
器
物
に
目
鼻
や
手
足
の
付
い
た
妖
怪

の
「
付つ

く

喪も

神が
み

」
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
描
写
が
「
真
珠
庵
蔵

「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」（
十
六
世
紀
）
を
思
わ
せ
な
い
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
同
絵
巻
の

古
い
祖
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。」
と
い
う
。「
土

蜘
蛛
草
紙
」
の
付
喪
神
は
、
角つ

の

盥だ
ら
い・
葛つ
づ

箱ら
ば
こ・
杵き
ね

の
三
体
と
、
五ご

徳と
く

で
あ
る
。
角
盥
は

開
口
部
を
そ
の
ま
ま
口
に
、
二
つ
の
角
を
足
に
し
、
葛
箱
は
目
口
が
付
い
て
そ
の
ま

ま
頭
と
な
り
、
下
に
男
の
人
体
が
付
く
。
杵
は
横
た
わ
っ
た
ま
ま
目
口
と
手
（
足
）、

五
徳
は
牛
頭
が
逆
さ
に
か
ぶ
り
、
手
の
な
い
青
い
人
体
が
付
い
て
い
る
。

　

た
し
か
に
付
喪
神
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
や
「
泣
不
動
縁

起
絵
巻
」、
室
町
時
代
の
「
付
喪
神
絵
巻
」
や
、
諸
種
の
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
な
ど
、

中
世
の
多
く
の
絵
巻
に
描

か
れ
、
角
盥
・
葛
箱
・

杵
・
五
徳
が
登
場
す
る
作

例
、
そ
の
個
々
の
形
状
を

互
い
に
共
有
し
て
い
る
作

例
も
少
な
く
な
い
。
し
か

し
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
そ

れ
ぞ
れ
の
付
喪
神
と
同
じ

形
状
、
例
え
ば
角
盥
の
下

方
の
二
本
の
角
を
そ
の
ま

ま
足
に
し
た
類
例
は
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
）
21
（

ず
、
こ
れ

ら
の
描
写
が
、
先
行
す
る

絵
巻
の
類
に
拠
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
付
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人
形
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
絵
師
は
実
際
に
そ
の
特
異
な
造
形
を
写
生
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
第
九
段
で
頼
光
と
綱
が
追
い
詰
め
る
化
物
の
姿
が
、
絵
ご
と
に
相
違
し

て
い
る
奇
妙
さ
も
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
土
蜘
蛛
と
し
て
各
段
階
の
人
形
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
理
解
で
き
る
。
土
蜘
蛛
の
頭
が
現
実
の
蜘

蛛
と
は
異
な
り
な
が
ら
、
虎
の
よ
う
な
耳
と
髭
の
あ
る
顔
貌
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い

た
理
由
も
、
描
写
の
対
象
が
具
体
的
な
人
形
で
あ
れ
ば
、
納
得
が
ゆ
く
。

　

さ
ら
に
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
人
形
を
使
っ
た
芝
居
を
そ
の
ま
ま
絵
巻
に
し
た
も
の

と
考
え
れ
ば
、
拙
劣
と
指
摘
さ
れ
る
物
語
展
開
に
お
い
て
、
数
多
い
化
物
が
同
時
に

登
場
し
な
い
わ
け
や
、
四
天
王
が
登
場
せ
ず
凱
旋
場
面
が
な
い
理
由
も
、
人
形
の
操

り
手
の
人
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
頼
光
と
綱
以
外

に
、
相
手
を
一
体
か
二
体
し
か
登
場
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
様
々
な
化
物
人
形
を
持

っ
て
い
て
も
同
時
に
は
出
せ
な
い
。
四
天
王
四
人
分
の
操
り
手
が
い
な
け
れ
ば
、
主

役
を
頼
光
と
綱
の
二
人
に
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
頼
光
と
綱
以
外
に
一
人
し
か
見
物

人
を
出
せ
な
け
れ
ば
、
凱
旋
場
面
は
成
立
し
な
い
。

　

人
形
芝
居
の
上
演
中
な
ら
、
登
場
す
る
人
形
が
途
方
も
な
い
形
状
や
機か

ら
く
り巧

仕
掛
け

を
持
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
化
物
が
一
度
に
一
体
し
か
登
場
し
な
く
て
も
、
そ
の
形
状

や
仕
掛
け
に
注
目
さ
せ
る
こ
と
で
、
緊
張
感
を
保
ち
得
る
。
け
れ
ど
も
絵
画
化
さ
れ

た
場
合
は
、
一
度
に
一
つ
の
化
物
し
か
登
場
し
な
い
画
面
は
淋
し
く
、
盛
り
上
が
ら

な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
に
は
、
典
拠
が
人
形
芝
居
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
一
つ
の

場
面
に
登
場
す
る
人
数
が
限
ら
れ
た
と
い
う
想
定
に
反
し
、
一
度
に
多
く
の
登
場
者

が
出
る
画
面
が
二
箇
所
あ
る
。
第
一
段
で
頼
光
主
従
が
古
屋
の
門
を
入
る
場
面
と
、

第
四
段
の
付
喪
神
た
ち
が
現
れ
る
場
面
で
あ
る
。

　

前
者
（
図
版
10
）
に
は
、
乗
馬
の
頼
光
と
綱
に
三
人
の
郎
党
が
徒
歩
で
従
う
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
絵
と
し
て
は
最
も
よ
く
ま
と
ま
り
、
集
団
と
し
て
の
構
図
も
、
馬

「
関
八
州
繫
馬
」
の
よ
う
な
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
と
な
っ
て
人
気
を
呼
び
、
浮
世

絵
に
も
描
か
れ
た
。
人
形
浄
瑠
璃
で
は
頼
光
の
甥
と
坂
田
金き

ん

平ぴ
ら

ら
四
天
王
の
子
供
世

代
が
活
躍
す
る
金
平
浄
瑠
璃
が
流
行
し
、
上
演
台
本
に
勇
ま
し
い
挿
絵
が
付
い
た
金き

ん

平ぴ
ら

本ぼ
ん

が
出
現
し
、
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
。
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
、
当
時
の
何

ら
か
の
演
劇
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
絵
巻
で
あ
っ
て
も
、
不
思
議
は
な
い
。

　

な
ら
ば
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
典
拠
は
、〈
瘧
病
型
〉
の
「
土
蜘
蛛
」
と
同
様
に
登

場
人
数
が
限
ら
れ
る
能
楽
で
あ
っ
た
の
か
。
し
か
し
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
で
は
、
現
実

に
は
存
在
し
な
い
は
ず
の
異
形
の
老
女
や
化
物
・
鬼
・
大
蜘
蛛
の
描
写
が
、
具
体
的

で
克
明
で
あ
っ
た
。
能
の
舞
台
で
用
い
ら
れ
る
、
簡
略
化
さ
れ
た
作
り
物
の
大
道
具

や
、
定
型
化
さ
れ
た
装
束
、
人
の
顔
と
大
き
さ
の
違
わ
な
い
能
面
を
参
照
し
て
、

「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
極
端
に
瞼
や
乳
房
の
垂
れ
下
が
っ
た
半
裸
の
老
女
や
、
人
と
掛

け
離
れ
た
姿
の
付
喪
神
、
頭
の
大
き
な
尼
や
、
巨
大
で
膨
れ
た
腹
と
八
本
の
昆
虫
の

足
を
持
つ
土
蜘
蛛
の
よ
う
な
異
形
の
表
現
が
生
ま
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

九　

典
拠
と
し
て
の
人
形
芝
居

　

荒
唐
無
稽
な
大
き
さ
と
姿
の
化
物
た
ち
を
自
在
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
は
、
た
し
か

に
人
間
の
芝
居
で
は
難
し
い
。
け
れ
ど
も
演
ず
る
の
が
人
形
な
ら
ば
ど
う
か
。
生
身

の
人
間
と
は
掛
け
離
れ
た
老
女
の
帽
子
の
よ
う
な
瞼
や
項
で
結
ん
だ
唇
、
膝
に
さ
し

か
け
る
程
に
垂
れ
た
乳
房
も
、
人
形
と
し
て
造
形
す
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
し
、
人

間
が
扮
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
形
状
の
、
器
物
に
目
鼻
や
手
足
の
生
え
た
付
喪
神
や
、

「
面
二
尺
、
丈
一
尺
」
と
い
う
体
型
の
尼
も
、
巨
大
な
土
蜘
蛛
も
、
人
形
な
ら
ば
無

理
な
く
作
れ
る
。
詞
書
の
「
そ
の
眼
白
毫
の
如
し
」
と
い
う
付
喪
神
た
ち
や
、
美
女

の
「
灯
を
睨
ま
へ
た
る
眼
、
透
き
漆
を
差
せ
る
に
似
た
り
」
と
い
う
即
物
的
な
比
喩

も
、
実
際
に
眼
に
水
晶
や
透
き
漆
を
用
い
た
人
形
の
形
容
で
は
な
い
か
。



図 10　東京国立博物館蔵「土蜘蛛草紙」（部分）第一段　古屋の
門を入る頼光の一行

図 11　東京国立博物館蔵「土
蜘蛛草紙」（部分）第七段　
変貌した美女の眼
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

も
馬
上
の
二
人
も
他
の
郎
等
た
ち
の
描
写
も
極
め
て
自
然
で
、
絵
師
本
来
の
持
ち
味

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
他
の
場
面
で
も
綱
の
身
ご
な
し
や
鎧
の
描
き
方
は
手
慣
れ
て

い
る
の
で
、
合
戦
絵
巻
の
よ
う
な
武
者
絵
を
得
意
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
方

の
一
人
は
童
形
に
見
え
、
そ
の
前
の
一
人
は
紅
葉
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
、
坂
田
金

時
や
「
紅
葉
狩
」
の
平
維
茂
の
よ
う
な
鬼
退
治
の
武
者
の
図
像
を
描
い
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
冒
頭
の
こ
の
場
面
の
み
は
、
舞
台
を
写
し
た
の
で
は
な
く
絵
師
独
自
の

構
想
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
第
四
段
に
登
場
す
る
付
喪
神
を
含
む
七
体
の
異
類
異
形
は
、
詞
書
に
「
一

度
に
ど
う
と
笑
」
う
と
あ
る
の
で
、
複
数
の
人
形
が
同
時
に
「
白
毫
」
の
よ
う
な
眼

を
剝
く
機か

ら
く
り巧
仕
掛
け
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。「
土
蜘
蛛
草
紙
」
に
は
こ
の
場

面
に
限
ら
ず
、
人
形
ゆ
え
に
可
能

な
機
巧
仕
掛
け
を
描
い
た
と
思
し

き
箇
所
が
、
他
に
も
存
在
す
る
か

ら
で
あ
）
24
（
る
。

　

例
え
ば
第
七
段
の
変
貌
後
の
美

女
は
、
引
目
鉤
鼻
を
美
と
す
る
時

代
に
し
て
は
異
様
に
大
き
な
丸
い

目
（
図
版
11
）
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
表
情
は
、
後
の
人
形
浄
瑠
璃

で
ガ
ブ
と
呼
ば
れ
る
人
形
の
頭か

し
らの
、

美
女
が
一
瞬
で
目
を
剝
き
口
が
裂

け
て
鬼
形
に
な
る
仕
掛
け
を
想
像

さ
せ
る
。
十
四
世
紀
中
頃
の
「
傀

儡
」
と
題
し
た
日
本
の
漢
）
25
（

詩
に
も
、

温
顔
か
ら
鬼
形
に
変
貌
す
る
仕
掛

け
の
人
形
の
頭
を
詠
ん
だ
と
思
し

き
「
一
線
來
時
菩
薩
面　

寸
絲
去

處
夜
叉
頭
」
の
句
が
あ
る
の
で
、

当
時
こ
の
よ
う
な
機
巧
が
作
ら
れ

て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま

た
第
十
段
で
、
大
蜘
蛛
の
胴
か
ら

死
人
の
首
が
数
多
く
溢
れ
出
る
場

面
も
、
現
実
的
な
残
酷
描
写
を
表

し
た
も
の
で
は
な
く
、
蜘
蛛
の
人
形
の
中
か
ら
髑
髏
が
ご
ろ
ご
ろ
出
て
く
る
仕
掛
け

の
面
白
さ
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
筋
立
て
が
、
頼
光
と
綱
の
み
で
四
天
王
が
活
躍
せ
ず
、

多
く
の
化
物
が
あ
り
な
が
ら
一
度
に
は
登
場
せ
ず
、
凱
旋
場
面
も
な
く
盛
り
上
が
り

に
欠
け
る
理
由
は
、
操
り
手
の
人
数
が
限
ら
れ
た
人
形
芝
居
向
け
に
構
成
し
直
さ
れ

た
土
蜘
蛛
退
治
譚
の
舞
台
を
基
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
絵
に
つ
い
て
も
、
頼
光
と
綱
の
手
慣
れ
た
描
き
方
に
比
し
て
、
化
物
た
ち
や
大

蜘
蛛
が
た
ど
た
ど
し
く
も
丁
寧
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
大
蜘
蛛
と
覚
し

き
敵
の
姿
が
場
面
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
理
由
も
、
実
際
の
化
物
人
形
や
各
段
階
の

蜘
蛛
人
形
を
参
照
し
た
描
写
と
す
る
な
ら
ば
、
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

十　

中
世
の
人
形
芝
居

　

こ
の
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
制
作
さ
れ
た
当
時
、
人
形
芝
居
が
ど
の
よ
う
な

様
相
で
あ
っ
た
か
は
、
ほ
と
ん
ど
判
ら
な
い
。
山
路
興
）
26
（
造
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
初

期
に
人
形
浄
瑠
璃
が
大
流
行
す
る
以
前
の
日
本
の
人
形
戯
は
、
古
代
か
ら
中
世
前
期

に
職
能
芸
能
者
で
あ
る
「
く
ぐ
つ
」
が
演
じ
た
人
形
戯
、
中
世
後
期
に
民
間
の
雑
芸
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た
だ
し
「
手
く
ぐ
つ
」
の
具
体
的
な
内
容
や
、
人
形
操
作
の
技
法
に
つ
い
て
は
、

判
ら
な
い
。
前
時
代
と
の
技
術
的
な
断
絶
の
有
無
も
不
明
で
、
大
陸
で
流
行
し
た
新

た
な
技
法
が
渡
来
し
た
可
能
性
さ
え
あ
る
と
い
う
（
註
26
参
照
）。
し
か
し
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
構
造
の
人
形
か
、
一
人
で
何
体
を
遣
う
の
か
、
或
い
は
何
人
で
一
体
の

人
形
を
遣
う
の
か
さ
え
も
明
確
で
は
な
）
31
（
い
。
例
え
ば
応
永
二
三
年
の
『
看
聞
日
記
』

の
「
手
く
ぐ
つ
」
は
「
小
童
一
人
」
を
伴
う
が
、
こ
の
小
童
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

持
っ
て
い
た
か
も
判
ら
な
い
。
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
の
禅
僧
、
西
胤

俊
承
の
「
傀
儡
」
と
い
う
漢
詩
「
舞
曲
自
随
巴

歌
曲
蚤

長　

鼓
聲
彌
與
巴

笛
聲
蚤

揚　

千

妖
萬
怪
世
間
事　

併
作
棚
頭
咲
一
場
」
か
ら
は
、
歌
や
囃
子
が
付
い
て
い
た
こ
と
、

修
羅
能
・
鬼
能
や
現
在
能
や
、
咲わ

ら

う
と
あ
る
の
で
狂
言
も
併
せ
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
が
、
漢
詩
は
修
辞
技
法
に
も
よ
る
の
で
あ
ま
り
「
文
字
に
密
着
し
た
解

釈
に
は
危
う
い
点
も
あ
る
」
と
い
）
32
（
う
。

　

一
方
、
こ
れ
と
は
別
に
『
看
聞
日
記
』
応
永
二
八
年
（
一
四
二
一
）
七
月
十
五
日

条
に
は
、
自
動
的
に
鉦か

ね

を
打
っ
て
舞
う
人
形
を
見
物
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
機か

ら
く
り巧

に
よ
っ
て
動
く
機
械
人
形
の
記
録
も
し
ば
し
ば
見
）
33
（

え
、
貴
人

の
鑑
賞
品
と
し
て
贈
答
さ
れ
た
り
、
小
屋
が
け
し
て
風
流
の
飾
り
物
と
さ
れ
た
り
し

た
と
い
う
。
ま
た
「
ア
ヤ
ツ
リ
燈
炉
」
な
る
も
の
の
小
屋
が
け
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

現
物
も
絵
も
残
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
判
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
当
時
の
人
形
芝
居
と
し
て
成
立
し

得
る
も
の
か
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
も
、
当
時
の
人
形
芝
居
に
は
、
比
較
に
足
る
ほ

ど
の
資
料
は
な
く
、
人
形
の
仕
掛
け
と
し
て
ど
の
程
度
の
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か

す
ら
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
前
後
の
時
代
の
「
く
ぐ
つ
」
と
「
手
く

ぐ
つ
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
の
時
代
を
通
し
て
人
形
芝
居
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
、
貴
族
達
を
も
対
象
と
し
て
上
演
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。

あ
る
い
は
東
博
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
人
達
の
下
で
演
じ
ら

者
で
あ
る
「
手
く
ぐ
つ
」
が
演
じ
た
人
形
戯
、
後
に
摂
津
西
宮
の
下
級
宗
教
者
を
称

す
る
「
え
び
す
か
き
」
が
演
じ
た
人
形
戯
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
東
博
本

「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
成
立
年
代
は
、「
く
ぐ
つ
」
が
途
絶
え
た
頃
か
ら
、
次
の
「
手
く

ぐ
つ
」
が
登
場
す
る
頃
ま
で
の
時
代
に
あ
た
る
。

　
「
く
ぐ
つ
」
に
よ
る
人
形
戯
は
、
平
安
時
代
後
期
の
貴
族
た
ち
の
和
歌
や
日
記
に

し
ば
し
ば
言
及
さ
）
27
（
れ
、
当
時
の
大
江
匡
房
『
傀
儡
子
）
28
（
記
』
に
見
る
、「
舞
巴

木
人
芭

闘
巴

桃
梗
芭

能
巴

生
人
之
態
蚤

」
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
傀く
ぐ
つ儡

子し

と
い
う
芸
能
集
団
に

お
い
て
人
形
を
使
っ
た
「
ス
ト
オ
リ
イ
の
あ
る
寸
劇
風
の
も
の
」
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）
29
（
る
。

　

し
か
し
鎌
倉
時
代
に
は
、「
く
ぐ
つ
」
の
人
形
戯
の
記
述
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。

角
田
は
「
中
世
後
期
の
暗
黒
）
30
（
相
」
に
お
い
て
、「
室
町
時
代
の
発
達
相
か
ら
見
て
、

こ
の
期
に
操
人
形
が
演
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
」
が
、「
操
人

形
や
人
形
遣
の
実
際
の
有
様
を
伝
え
る
記
録
は
一
つ
も
存
し
な
い
」
と
い
う
。「
か

つ
て
の
保
護
者
層
の
経
済
的
基
盤
の
崩
壊
に
伴
っ
て
、
そ
の
基
盤
を
失
い
、
徐
々
に

姿
を
消
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
註
26
参
照
）。

　

や
が
て
十
五
世
紀
に
入
る
と
「
手
く
ぐ
つ
」
が
文
献
に
現
れ
る
。『
看
聞
日
記
』

応
永
二
三
年
（
一
四
一
六
）
三
月
二
五
日
条
に
、「
手
く
ぐ
つ
」
が
参
内
し
て
猿
楽

や
種
々
の
芸
能
を
施
し
、
見
物
の
雑
人
が
群
参
し
た
記
事
を
初
出
と
し
て
、
以
後
約

百
年
に
わ
た
り
、
貴
族
や
寺
社
の
記
録
に
「
手
く
ぐ
つ
」
の
名
が
登
場
す
る
（
註
27

参
照
）。
こ
れ
を
山
路
は
、
前
代
の
「
く
ぐ
つ
」
と
は
出
自
の
違
う
「
人
形
戯
を
取

り
入
れ
て
そ
れ
を
標
榜
し
た
」
雑
芸
芸
能
者
の
集
団
と
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

か
ら
は
「
手
く
ぐ
つ
」
が
貴
人
の
邸
宅
や
寺
社
を
訪
れ
て
、
人
形
戯
を
は
じ
め
と
す

る
雑
芸
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
人
形
の
芸
に
猿
楽
能
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
終
に

は
七
ヶ
日
の
勧
進
興
行
や
、
桟
敷
を
構
え
て
の
見
物
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
大
掛
か
り
な

も
の
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
漢
詩
を
多
く
引
用
し
た
詞
書
の
調
子
の

高
さ
や
、
た
ど
た
ど
し
く
も
丁
寧
に
描
か
れ
た
老
女
や
異
類
異
形
の
化
物
、
い
か
に

も
上
出
来
の
人に

ん

形ぎ
よ
うに

見
え
る
身
代
わ
り
の
人ひ
と
が
た形

、
化
人
か
ら
大
蜘
蛛
へ
と
場
面
ご
と

に
姿
の
変
わ
る
表
現
と
い
っ
た
奇
妙
さ
も
、
人
形
芝
居
の
た
め
に
作
ら
れ
た
語
り
に

基
づ
き
、
舞
台
の
各
人
形
を
忠
実
に
描
写
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
人
形
芝
居
に
つ
い
て
は
現
在
、
全
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、「
土
蜘

蛛
草
紙
」
絵
巻
の
原
形
と
し
て
裏
付
け
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
逆
に

「
土
蜘
蛛
草
紙
」
は
今
後
、
こ
の
時
代
の
人
形
芝
居
の
様
相
を
知
る
資
料
と
な
り
得

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）　

田
中
一
松
「
土
蜘
蛛
双
紙
」『
日
本
絵
巻
物
集
成
』
二　

雄
山
閣　

一
九
二
九
年
一
五
頁
〜
二
〇

頁

（
2
）　

須
藤
真
紀
「「
土
蜘
蛛
草
紙
」
成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」『
説
話
文
学
研
究
』
第
三
七
号　

二
〇

〇
二
年　

六
二
頁
〜
八
〇
頁

（
3
）　

水
野
僚
子
「
土
蜘
蛛
草
紙
に
描
か
れ
た
女
性
の
身
体
―
図
像
と
解
釈
言
説
の
再
生
産
を
め
ぐ
っ

て
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
叢
書
四　

視
覚
表
象
と
音
楽
』
明
石
書
店　

二
〇
一
〇
年　

一
八
二
頁
〜
二

〇
三
頁

（
4
）　

本
多
康
子
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
物
語
フ
レ
ー
ム
再
考
」『
中
世
絵
画
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
Ⅱ
』
青
簡
舎　

二
〇
一
四
年　

四
〇
四
頁
〜
四
五
〇
頁

（
5
）　

横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
九　

角
川
書
店　

一
九
八
七
年　

四
二
六
頁

〜
四
三
五
頁

（
6
）　

石
川
透
『
図
解
・
御
伽
草
子　

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
三
年　

六
九
頁
〜
八
二
頁

（
7
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
怪
談
・
妖
怪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
資
料
番
号F-320-2

館
蔵
資
料
デ
ー
タ

ベ
ー
スhttps://w

w
w
.rekihaku.ac.jp/up-cgi/getdocrd.pl?tn=2&

ti=46802&
h=./history/

w
11416057626_14561&

ch=
1&

p=
param

/syuz/db_param
&

o=
1&

k=
20&

l= 
&
sf=0&

so=

、
伊
藤
慎
吾
「
異
本
『
土
蜘
蛛
』
絵
巻
に
つ
い
て
」『
室
町
戦
国
期
の
文
芸
と
そ
の
展

開
』
三
弥
井
書
店　

二
〇
一
〇
年　

一
七
一
頁
〜
一
八
四
頁

（
8
）　

他
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
の
天
保
丁
酉
歳　

小
田
切
直
に
よ
る
模
写
本
も
あ
る

（http://kikyo.nichibun.ac.jp/em
akim

ono/

）。

れ
た
こ
の
時
代
の
人
形
芝
居
の
内
容
や
上
演
形
態
を
窺
わ
せ
る
記
録
と
し
て
、
貴
重

な
存
在
と
な
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

結

　

頼
光
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
と
し
て
、
他
本
と
は
異
な
る
筋
立
て
に
よ
る
東
博
本
「
土

蜘
蛛
草
紙
」
は
、
漢
詩
や
故
事
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
し
、
周
到
な
伏
線
も
張
っ
た
詞

書
と
、
合
戦
絵
巻
に
巧
み
な
絵
師
が
丁
寧
に
取
り
組
ん
だ
描
写
で
あ
る
こ
と
に
反
し

て
、
盛
り
上
が
り
の
少
な
い
不
活
発
な
絵
巻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、
化
物

の
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
時
に
は
出
現
し
な
い
こ
と
、
主
役
は
頼
光
と
綱
の

み
で
四
天
王
の
活
躍
が
な
い
こ
と
、
大
蜘
蛛
と
直
接
闘
う
場
面
が
な
い
こ
と
、
華
や

か
な
凱
旋
場
面
が
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
本
論
で
は
、
東
博
本
を
実
際
に
上
演
さ
れ
た
人
形
芝
居
の
舞
台

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
絵
巻
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
異
様
な
老
女
や
数
多
く
の
化

物
や
各
段
階
の
土
蜘
蛛
は
、
操
り
手
の
人
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
同
時
に
登
場

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
度
に
一
体
し
か
出
現
さ
せ
ら
れ
ず
に
、
絵
巻
と
し
て
は

間
延
び
し
た
展
開
と
な
っ
て
し
ま
う
。
四
天
王
が
登
場
し
な
い
理
由
も
、
操
り
手
の

少
な
さ
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
、
味
方
は
頼
光
と
綱
に
限
定
し
た
筋
書
き
と
な
り
、

し
か
も
化
物
の
出
る
場
面
で
頼
光
と
綱
が
別
行
動
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
老
女
が
瞼

を
持
ち
上
げ
た
り
、
化
物
た
ち
や
美
女
が
目
を
剝
い
た
り
す
る
機か

ら
く
り巧

に
人
手
が
要
っ

た
た
め
と
想
像
さ
れ
る
。
大
蜘
蛛
と
の
戦
闘
が
な
い
理
由
も
、
斬
ら
れ
た
蜘
蛛
の
胴

か
ら
髑
髏
が
ご
ろ
ご
ろ
出
て
く
る
仕
掛
け
に
人
手
を
取
ら
れ
る
た
め
、
凱
旋
場
面
が

な
い
こ
と
も
、
見
物
人
役
の
操
り
手
が
足
り
な
い
ゆ
え
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

操
り
手
の
人
数
と
い
う
制
約
の
下
で
、
手
持
ち
の
化
物
人
形
を
最
大
限
に
活
か
し

て
〈
瘧
病
型
〉
の
物
語
を
再
構
成
し
た
も
の
が
、
こ
の
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
筋
立
て
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

名
の
本
は
現
存
せ
ず
、
架
空
の
書
物
に
仮
託
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
器
物
の
精
の
類
話

は
中
国
に
あ
る
が
、
絵
画
化
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。（
田
中
貴
子
「
中
国
の
付
喪
神
た
ち
」『
百

鬼
夜
行
の
見
え
る
都
市
』
新
潮
社　

一
九
九
四
年
）

（
23
）　

同
じ
く
頼
光
と
四
天
王
が
活
躍
す
る
「
大
江
山
」
も
、
能
で
は
鬼
退
治
の
箇
所
が
四
天
王
で
は
な

く
独
武
者
を
含
む
五
人
の
立
衆
と
し
て
集
団
で
行
動
し
て
い
る
。

（
24
）　

傍
証
な
が
ら
、
頼
光
主
従
が
作
っ
た
身
代
わ
り
の
人
形
が
、
詞
書
に
相
違
し
て
、
丹
念
に
作
ら
れ

た
よ
う
に
五
本
の
足
指
ま
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
想
起
し
た
い
。
本
多
康
子
（
註
4
参
照
）
も
こ

の
こ
と
に
注
目
し
て
、「
俄
か
拵
え
に
し
て
は
不
自
然
な
ほ
ど
細
部
に
凝
っ
た
等
身
大
の
身
代
わ
り

人
形
で
あ
り
、
さ
な
が
ら
綱
が
人
形
浄
瑠
璃
を
演
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。」
と
指

摘
す
る
。
こ
の
身
代
わ
り
の
人
形
は
、
本
多
が
形
容
す
る
ご
と
く
人
形
浄
瑠
璃
の
よ
う
な
芝
居
で
操

ら
れ
る
人
形
に
見
え
る
。
背
後
で
支
え
る
綱
や
頼
光
の
動
勢
と
緊
迫
感
の
あ
る
表
現
と
比
較
す
る
と

き
、
整
っ
た
顔
立
ち
な
が
ら
生
気
の
無
い
目
と
口
、
力
な
く
垂
れ
下
が
っ
た
袖
、
芯
が
通
っ
て
い
な

い
胴
は
、
人
間
よ
り
も
芝
居
用
の
人
形
に
近
い
。

　
　
　

詞
書
に
は
「
藤
を
切
り
、
蔓
を
断
ち
て
人
形
を
作
り
て
、
烏
帽
子
・
直
垂
を
着
せ
て
、
前
に
立
て

て
行
か
む
」
と
あ
り
、
衣
を
着
せ
た
藁
人
形
の
よ
う
に
粗
末
な
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
上
出

来
の
芝
居
用
の
人
形
の
如
く
描
か
れ
る
理
由
は
、
実
際
の
舞
台
で
芝
居
用
の
人
形
が
使
わ
れ
た
の
を

そ
の
ま
ま
描
い
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
作
る
の
も
容
易
な
藁
人
形
よ
り
も
手
近
に
芝
居
用
の
人
形
が
在

っ
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
状
況
も
、「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
絵
師
が
参
照
し
た
視
覚
的
要
素
が
人
形
芝

居
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。

（
25
）　

角
田
一
郎
「
中
世
後
期
に
お
け
る
操
人
形
復
興
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
旭
屋
書
店　

一
九
六
三
年　

四
九
二
頁
〜
五
二
八
頁

（
26
）　

山
路
興
造
「
操
り
浄
瑠
璃
成
立
以
前
の
傀
儡
芸
」『
近
世
芸
能
の
胎
動
』
八
木
書
店　

二
〇
一
〇

年　

二
二
五
頁
〜
二
八
六
頁

（
27
）　

角
田
一
郎
「
中
古
に
お
け
る
芸
能
と
し
て
の
操
人
形
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
旭
屋

書
店　

一
九
六
三
年　

二
九
八
頁
〜
三
三
〇
頁

（
28
）　

大
江
匡
房　

大
曾
根
章
介
校
注
『
傀
儡
子
記
』『
民
衆
史
の
遺
産
』
第
四
巻　
「
芸
能
漂
泊
民
」
大

和
書
房　

二
〇
一
三
年　

二
四
一
頁
〜
二
五
三
頁

（
29
）　

角
田
一
郎
「
傀
儡
文
献
資
料
一
覧
表
（
二
）
日
本
の
部
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
旭

屋
書
店　

一
九
六
三
年　

九
四
〇
頁
〜
九
五
三
頁

（
30
）　

角
田
一
郎
「
中
世
後
期
の
暗
黒
相
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
旭
屋
書
店　

一
九
六
三

年　

四
六
五
頁
〜
四
九
一
頁

（
31
）　

人
形
芝
居
の
現
存
資
料
に
、
養
老
二
年
（
七
二
〇
）
の
隼
人
退
治
に
由
来
す
る
と
い
う
宇
佐
八
幡

宮
放
生
会
の
傀
儡
戯
を
受
継
ぎ
、
現
在
も
細
男
舞
や
相
撲
が
上
演
さ
れ
る
、
古
要
神
社
と
古
表
神
社

の
人
形
戯
が
あ
る
。
し
か
し
人
形
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
新
調
し
た
も
の
と
い
い
、
細
男
舞

（
9
）　
『
完
訳　

日
本
の
古
典
』
第
四
五
巻
「
平
家
物
語　

四
」
小
学
館　

一
九
八
九
年　

四
〇
五
頁
〜

四
五
〇
頁

（
10
）　

鈴
木
彰
「
剣
の
巻
」
項
目
解
説
『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書
籍　

二
〇
一
〇
年　

六
一
六
頁
〜

六
一
七
頁

（
11
）　

古
典
籍
資
料W

A
31-5

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/1288443

（
12
）　

野
上
豊
一
郎
編
『
註
解　

謡
曲
全
集
』
巻
五　

中
央
公
論
社　

一
九
八
五
年　

五
一
九
頁
〜
五
二

八
頁

（
13
）　

上
野
憲
示
「「
土
蜘
蛛
草
紙
」
に
つ
い
て
」『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
九
「
土
蜘
蛛
草
紙　

天
狗
草

紙　

大
江
山
絵
詞
」
一
九
八
四
年　

中
央
公
論
社　

一
〇
六
頁
〜
一
一
三
頁

（
14
）　

ま
た
上
野
は
、
東
博
本
の
箱
書
に
は
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
に
は
「
山
蜘
蛛
」
と

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
当
初
の
題
名
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
さ
き
の
「
剣
巻
」
で

も
大
蜘
蛛
・
山
蜘
蛛
と
表
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
当
初
、
山
蜘
蛛
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
物
語
で

あ
っ
た
の
が
、
古
代
葛
城
山
の
土
蜘
蛛
伝
説
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
変
質
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
野
村
育
世
「
山
蜘
蛛
か
ら
土
蜘
蛛
へ
」『
中
世
の
内
乱
と
社
会
』
東
京
堂
出
版　

二

〇
〇
七
年
）。

（
15
）　

松
尾
葦
江
「
解
説
」『
完
訳　

日
本
の
古
典
』
第
四
五
巻
「
平
家
物
語　

四
」
小
学
館　

一
九
八

九
年　

四
〇
六
頁
〜
四
〇
七
頁

（
16
）　

松
尾
葦
江
の
「
剣
巻
」
脚
註
（
註
15
参
照
）
で
は
、「
以
下
は
後
人
の
増
補
か
。」
と
あ
る
。

（
17
）　

器
物
に
目
鼻
が
付
い
た
付
喪
神
の
描
写
に
つ
い
て
、
上
野
は
真
珠
庵
蔵
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
を
思

わ
せ
る
と
し
、
そ
の
古
い
祖
本
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
註
13
参
照
）。

（
18
）　

小
松
茂
美
「
図
版
解
説
」『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
九
「
土
蜘
蛛
草
紙　

天
狗
草
紙　

大
江
山
絵

詞
」
一
九
八
四
年　

中
央
公
論
社　

一
〇
頁

（
19
）　

黒
田
彰
「
剣
巻
覚
書
―
土
蜘
蛛
草
紙
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
太
平
記
と
そ
の
周
辺
』
新
典
社　

一
九

九
四
年　

三
一
一
〜
三
二
九
頁

（
20
）　

不
出
来
な
絵
巻
を
巧
み
な
絵
師
が
模
写
し
た
と
い
う
状
況
も
想
定
し
得
る
が
、
絵
画
表
現
は
一
様

で
は
な
く
、
頼
光
主
従
や
変
身
す
る
前
の
美
女
の
よ
う
な
通
常
の
人
物
表
現
に
比
べ
て
、
老
女
や
異

類
・
異
形
は
丁
寧
な
が
ら
ぎ
こ
ち
な
く
、
初
発
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
単
に
先
行
す
る
絵
画
作
品

を
模
写
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
21
）　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
怪
異
・
妖
怪
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」http://w

w
w
.nichibun.

ac.jp/Y
oukaiGazouM

enu/

、
の
検
索
に
よ
る
。（「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
ほ
か
、「
融
通
念
仏
縁
起
絵

巻
」「
泣
不
動
縁
起
絵
巻
」、「
付
喪
神
絵
巻
」、
諸
種
の
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
等
が
、
妖
怪
ご
と
に
分

類
さ
れ
た
も
の
）

（
22
）　

付
喪
神
は
「
付
喪
神
絵
巻
」
で
は
『
陰
陽
雑
記
』
に
拠
る
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
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東
京
国
立
博
物
館
本
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
絵
巻
と
人
形
芝
居　
　
　

山
本
陽
子

の
人
形
と
相
撲
人
形
で
は
構
造
を
異
に
す
る
。
放
生
会
は
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
か
ら
中
断
し
、

応
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）
に
領
内
諸
郷
に
所
役
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
復
活
し
た
も
の
で
、
山

路
は
、
か
つ
て
人
間
が
演
じ
て
い
た
諸
芸
能
を
人
形
に
演
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

十
四
世
紀
の
人
形
戯
を
伝
え
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
。（
山
路
興
造
「
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会

の
傀
儡
戯
考
」『
中
世
芸
能
の
底
流
』
岩
田
書
院　

二
〇
一
〇
年
）

（
32
）　

角
田
一
郎
「
漢
詩
等
に
見
る
傀
儡
―
糸
繰
り
と
手
遣
人
形
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』

旭
屋
書
店　

一
九
六
三
年　

五
二
〇
頁
〜
五
二
五
頁

（
33
）　

角
田
一
郎
「
機
械
人
形
の
展
開
」『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
旭
屋
書
店　

一
九
六
三
年　

五
〇
九
頁
〜
五
二
〇
頁

 

＊　

参
照
図
版
は
い
ず
れ
も
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
九
「
土
蜘
蛛
草
紙　

天
狗
草

紙　

大
江
山
絵
詞
」
一
九
八
四
年　

中
央
公
論
社
、
に
拠
っ
た
。




